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は  し  が  き 
 
 この冊子は、学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条による公表を目的として、平成 23
（2011）年度に本学において博士の学位を授与した者の、論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を収
録したものである。 
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序章   新時代的思想を求めて 
第一章  童話―『九州日報』掲載童話から「卵」まで 
１ 夢野久作と童話         ２ 童話をめぐる時代状況と『九州日報』 
３ 教訓童話と説話         ４ 探偵小説は「大人のお伽話」 
第二章  『白髪小僧』―連なり合う空想 
１〈未完の失敗作〉をこえて     ２ 物語構造にみる相互連関性 
３ 登場人物の非固有性       ４ 遍在する空想世界 
第三章  「猟奇歌」―虚構を詠う〈猟奇〉 
１ 夢野久作の「猟奇歌」      ２ 創作活動の出発点と短歌 
３ 近代短歌としての「猟奇歌」   ４ 虚構と〈猟奇〉 
第四章  『瓶詰地獄』―想像を孕む空隙 
１ 『瓶詰地獄』と〈探偵趣味〉   ２ 空隙から生まれる想像 
３ 決定不可能性、到達不可能性 
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第五章  「木魂」―魂・線路・語り 
１ 民間信仰と〈木魂〉       ２ 迷信の復権、科学への懐疑 
     ３ 久作作品における〈線路〉    ４ 境界としての〈線路〉 
     ５ 語りの錯綜 
第六章  『ドグラ・マグラ』Ⅰ―〈時間〉 
１ 円環しない物語         ２ 「柱時計」が示すもう一つの〈時間〉 
３ 「人工の時間」と「真実の時間」 ４ ベルクソン『時間と自由』との類似 
    ５ 悪循環からの脱出 
第七章  『ドグラ・マグラ』Ⅱ―〈心理遺伝〉 
１ 「心理遺伝」とユング心理学   ２ 「世界の歴史」あるいは「進化」 
３ 仏教への接近          ４ 唯識思想と「心理遺伝」 
５ 高次への「進化」をめざして   
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生誕 100 年（2002 年）を契機とした二種類の個人全集の刊行、書店における度々の特設コーナーの設置
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秀雄を必要とした日本の近代解明へと繋がるものと考える。 
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  結 
続いて、各部各章の概要を述べたい。 
第一部「新しい批評形式への志向」 












「ボードレール」では、Baudelaire, L’Œuvre et la Vie d’Eugène Delacroix (1863)、Richard Wagner 




(recueillie,annotée et préfacée par John Rewald Paris, 1937 )を中心とした書簡を多用している。当
時の日本でのセザンヌ受容は、セザンヌの作品評価と人格とを結びつけて論ずる「人格主義」の視点が特
徴的であった。小林が書簡の他に引用したJoachim Gasquet,Paul Cézanne (Paris, 1921)、Emile Bernard, 
















った中で、ゴッホについては書簡集Lettres de Vincent Van Gogh à Emile Bernard (Paris, 1911)、 The 
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letters of Vincent van Gogh to his brother 1872-1886 (by J.van Gogh-Bonger, London, 1927)､Further 
letters of Vincent van Gogh to his brother 1886-1889 (London, 1929）、ゴーガンについては随想録Paul 
Gauguin,Avant et Après (Paris, 1923）、書簡集 Lettres de Gauguin à Daniel de Monfreid (par 
A.Joly-Segalen, Paris, 1950)、Lettres de Gauguin à sa femme et à ses amis (Paris, 1946）を中心
に、画家本人の言葉から多くを引用していると指摘。その他、ヤスパース・村上仁訳『ストリンドベルク
とゴッホ』（創元社、1951(Strindberg und van Gogh, Berlin, 1922）)は医者の立場からゴッホの病気と





ることを確認、そこに、Julius Meier-Graefe,Vincent (English edition, London, 1922)、 Modern Art, 
2vol (English edition , London, 1908)､ Lewis Hind, The Post Impressionists(London, 1911)からの
影響を読み取り、同時代に支配的であったゴッホ・ゴーガン像の影響下にあることを指摘している。 
第四章「成立をめぐって（四）－「ルノアール」－」では、これまで小林が取り上げてきた画家達
に比して、書簡の整備が遅れ本格的研究も多くはない状況下で、小林は最新の雑誌記事 Jean Renoir,《My 
memories of Renoir》(LIFE, June16, 1952)に至るまで目配りしていること。また、評伝からの引用は、
ほとんどが画家本人の言葉を伝えるもの（A.Vollard, Renoir (Paris,1918)、M.Florisoone, 《Renoir et 
la famille Charpentier》(L’Amour de l’Art,Feb. 1938)、Renoir, 《Lettre d’Auguste Renoir à Henry 
Mottez 》(Le Livre de l’art ou traité de la peinture de Cennino Cennini, Paris, 1911)、C. L.de 
Moncade,《Le Peintre Renoir et le Salon d’Automne, interview de Renoir》(La Liberté, 15 octobre 







第五章「成立をめぐって（五）―「ドガ」―」では、引用は、書簡Lettres de Degas (recueillies 
et annotées par M. Guérin, Paris, 1931)と、ドガ自身の言葉を伝える書 G.Moore, Impressions and 
Opinions (London-New York, 1891)、 P.Valéry,《Degas, Danse, Dessin》(Pièces sur l'Art, Paris, 1938) 
からが中心となっていることを検証。それ以外の書からは、誰による伝聞なのかが明確にわかるように言
及（Jeanne Fevre,Mon oncle Degas, souvenirs et documents inédits(Genève, 1949))し、あるいは、
A. Vollard, Renoir (Paris, 1918)のように、視野に入っているはずの書でも言及・引用を行わないとい
う選択をしていることも指摘している。 
このように画家の本質にふれる側面を、画家自身の言葉から引用する姿勢は、ドガの章でも一貫してい




とはいえ、本格的な研究書が乏しい状況下で、基本的な研究書Alfred H. Barr, Picasso, fifty years of 
his art(New York, 1946)をおさえていること。評伝が多く存在する中で、ピカソの声明、インタビュー
（《Picasso Speaks》(1923)、《Conversation avec E. Tériade 》(1932)、《Conversation avec Picasso》
(1935)）のように、ピカソ自身の言葉を伝えるものを引用していることを指摘。また、サバルテスによる
二種類の回想（Jaimes Sabartés, Picasso, Portraits et souvenirs (traduit de l’espagnol par 
Paule-Marie Grand et André Chastel., Paris, 1946)、Picasso,Documents iconographiques (par Jaimes 
Sabartés, Genève,1954.)）においても、伝説的な記述からは一切引用せず、慎重にピカソ自身の言葉を伝
える部分を引用していることなどから、画家自身の言葉を重視していることを裏付けている。それは、
Alexandre Cirici-Pellicer, Picasso avant Picasso (Genève, 1950. (éd.française))や、「洗濯船」時











波文庫、1953 (Worringer, Abstraktion und Einfühlung, 1908）、Wladimir Weidlé, The dilemma of the 
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主査 教 授  井 川 克 彦 
副査 教 授  吉 良 芳 恵 
   教 授  永 村   眞 
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放送大学元教授、横浜国立大学名誉教授 
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  第二部 原水禁運動の盛衰―原爆報道の展開 
第四章 原爆被害者救援運動の成立 
第五章 六〇年安保と自民党の世論対策 
   第六章 原水禁団体の政争と被爆者取材の展開 
  第三部 原爆報道の確立と被爆地の平和運動 
   第七章 「ヒロシマ 20 年」と新聞界の評価 
   第八章 広島市と原爆ドーム保存運動 
   第九章 世論調査にみる広島市民の核意識 
  終章 中国新聞社と原爆報道研究の意義 
     
序章では、『中国新聞』に関する先行研究を中心にメディア史研究の成果を吟味して、原爆報道の研究が
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が高く、排液率は低く、ことに低粘性率試料で起泡時間を長くするとこれらの特徴が顕著となった。レオ





 【第３章】実体顕微鏡を用いて MB 泡沫と ba 泡沫を経時的に写真撮影し、気泡特性である気泡径、気泡
数、泡膜厚および気泡径のばらつきを求めた。その結果、MB泡沫はba泡沫より気泡径は大きく、気泡数と
気泡径のばらつきは小さく、経時的な気泡径拡大の比率も低かった。また MB 泡沫は ba 泡沫に比べて、気
泡径拡大速度定数と気泡数減少速度定数がともに低値であり、すなわち気泡径と気泡数の変化が遅いこと












の安定性に寄与することが明らかになった。さらに MB 泡沫と ba 泡沫の起泡力、排液率、貯蔵弾性率、付
着性は重回帰分析に基づき、気泡径、気泡数、泡膜厚を用いて説明できた。最後に、試料豆乳の粘性率と
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（４） 第４章 総合考察 
 本研究では、内分泌撹乱物質の脳神経系への影響を行動から評価し検討した。高等動物であり、ヒトに
も近縁な霊長類を用いて実験を行い、その行動を評価することで新たな実験系の開発モデルの可能性を模
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  序章 
  第一部 古代の禅 
   第一章 律令仏教における禅の実態と僧の認識 
   第二章 平安院政期における禅定 
  第二部 禅宗の流入と寺院社会 
   第一章 禅宗伝来初期の禅僧とその受容−円爾と南都僧を通して− 
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 - 51 - 
  
氏 名 
学 位 の 種 類 
学 位 記 の 番 号 
学 位 授 与 年 月 日 
学 位 授 与 の 条 件 
学 位 論 文 題 目 
 
論 文 審 査 委 員 
 
 







主査 教 授  定 行 まり子 
副査 教 授  篠 原 聡 子 
   教 授  川 上 清 子 
   千葉大学大学院教授 
        小 林 秀 樹 
 
 


























































 - 53 - 































































 - 55 - 
  
氏 名 
学 位 の 種 類 
学 位 記 の 番 号 
学 位 授 与 年 月 日 
学 位 授 与 の 条 件 
学 位 論 文 題 目 
 
論 文 審 査 委 員 
 
 







主査 教 授  尾 中 文 哉 
副査 教 授  金 子 マーティン 
   教 授  成 田 龍 一 
   一橋大学教授 
        小 林 多寿子 
立教大学教授 
         桜 井   厚 
 
 
























































 - 57 - 



















































































































































 - 61 - 
 
 - 61 - 
  
氏 名 
学 位 の 種 類 
学 位 記 の 番 号 
学位授与年月日 
学位授与の条件 
学 位 論 文 題 目 
論 文 審 査 委 員 
 
 






主査 教 授  今 市 涼 子 
副査 教 授  金 子 堯 子 
   教 授  関 本 弘 之 
   本学名誉教授 
        大 隅 正 子  
   東京慈恵会医科大学教授 
寺 坂   治 
 
 

































JIM7）およびペクチン分解酵素の一種である Cry j 2 の分布を免疫蛍光抗体法と免疫電顕法により解析し
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題点について論じ、今後のあり方について言及した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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体活動適応機能を付与することが重要であることが示された。 
第 6 章は紙おむつの機能検証であり、被服構成学の側面から設計された「ウエストのしめつけ軽減パン
ツ型紙おむつ」が乳幼児の身体に及ぼす効果について検討した。ウエストのしめつけを軽減したパンツ型
紙おむつは、乳幼児のウエストのゴム跡つきを有意に減少させることが示され、特に立位と座位のウエス
ト寸法の差が大きい子ども、および活動度の高い子どもで、その効果が顕著であった。 
 これらの結果より、動きや姿勢変化の際に生じるウエストしめつけの負担が軽減されたと言え、日々の
身体活動を通して動作を獲得し発達していく乳幼児への有効性が明らかとなった。 
結論では、各章から得られた結果を総括し、現状の乳幼児用紙おむつの機能および使用実態における問
題点について論じ、今後のあり方について言及した。 
以上の研究内容から、審査委員会では本論文を以下のように評価した。 
本研究は、自ら評価説明できない乳幼児にとっての快適性とはなにかに着目し、乳幼児の発達に適した
紙おむつの実現を目指したものであり、紙おむつ製造各社が吸収力向上、薄型化と機能向上のための開発
にしのぎを削る中、見逃されがちな、乳幼児にとっての快適性の側面に目を向け、継続的に時間をかけて
調査しまとめたものであり、先行研究のない未開の分野を切り開いたものである。 
調査にあたっては、これまでの排泄物を処理するおむつとしての使用実態ではなく、他の衣服と同様の
位置づけで、紙おむつの使用実態および乳幼児の生活実態を総合的に捉えることを心掛けている。本研究
がおむつを着用している乳幼児の生活を日本の「四季」との関係から捉えた点、調査にあたり排泄や紙お
むつに関わる調査であることを調査対象者が認識しない調査設計としている点も評価に値する。本研究を
受けて、動きや姿勢変化にフィットし、ウエストしめつけの負担を軽減し、吸水発散性の高い紙おむつが
開発されたが、特にウエストしめつけに着目した検証研究では、日々の身体活動を通して動作を獲得し発
達していく乳幼児への、ウエストしめつけの負担を軽減した紙おむつの有効性が示され、新しいベネフィ
ットの創造提案に至っている。 
調査対象が母親であることの信頼性、計器を使用した客観的測定データに基づいていないことへの懸念
はあるものの、日本における調査では、調査対象者の学歴、収入に大きな格差があるとは考えにくく、エ
コノミーレベルチェックはほとんど行われていないこと、乳幼児に対するセンサーなどの計器の使用は倫
理的に困難であり、生活実態調査であること、また本調査が医師立会いの下で慎重に行われた調査である
ことなどから、審査委員会では問題ないと判断したが、今後はこれらの点をふまえ、研究の精度を高めて
いかれることに期待したい。 
 本研究は、紙おむつの開発が単なる排泄処理用品にとどまらず、衣服としての機能を付与する方向へと
進んだ点で日本のおむつ開発に大きく貢献するものと評価できる。 
以上を踏まえ、本論文は博士（学術）授与に値すると審査委員会では全員一致で判断した。 
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